
 

第第３３５５回回  前前立立腺腺シシンンポポジジウウムム  

  

   

  日時： 基礎部門：令和元年１２月１４日（土） １２：１０～１８：４５ 

   臨床部門：令和元年１２月１５日（日）  ８：５５～１５：５５ 

  会場： 東京コンファレンスセンター・品川（４階・５階） 

〒108-0075 東京都港区港南１－９－３６  
  

 
運営委員長   鈴木和浩（群馬大学大学院） 
 

運営委員 

（臨床部門） 鈴木和浩（臨床部門代表・群馬大学大学院） 

塚本泰司（札幌医科大学・学長） 内藤誠二（（医）原三信病院・名誉院長） 

市川智彦（千葉大学大学院） 村井 勝（国際親善総合病院・名誉院長） 

大家基嗣（慶應義塾大学） 

（基礎部門） 鈴木和浩（基礎部門代表・群馬大学大学院） 

内藤誠二（（医）原三信病院・名誉院長） 市川智彦（千葉大学大学院） 

赤座英之（東京大学大学院） 髙橋 智（名古屋市立大学大学院） 

渡邉昌俊（三重大学大学院） 小西 登（奈良県立医科大学・名誉教授） 

酒井英樹（長崎大学大学院） 
 

プログラム委員 橋本浩平（札幌医科大学） 坂本信一（千葉大学大学院） 

赤倉功一郎（JCHO東京新宿メディカルセンター） 小坂威雄（慶應義塾大学） 

沖原宏治（京都府立医科大学附属北部医療センター） 井上貴博（京都大学大学院） 

横溝 晃（（医）原三信病院） 宮田康好（長崎大学大学院） 

石川 仁（筑波大学） 溝脇尚志（京都大学大学院） 

高原太郎（東海大学） 赤松秀輔（京都大学大学院） 

塩田真己（九州大学大学院） 伊藤一人（黒沢病院）  

古賀寛史（青洲会クリニック） 
  

 

主催：公益財団法人前立腺研究財団 

第３５回前立腺シンポジウム運営委員会 

後援：厚生労働省 

公益社団法人日本医師会 

一般社団法人日本泌尿器科学会 
 
 

 

 連 絡 先：第３５回前立腺シンポジウム運営委員会事務局 

〒160-0023 東京都新宿区西新宿１－１２－１２ 河西ビル６Ｆ 

ＴＥＬ：０３－３３４０－３８８５ 

ＦＡＸ：０３－３３４０－３８８６ 
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第第３３５５回回前前立立腺腺シシンンポポジジウウムム  ププロロググララムム  

第第１１日日：：２２００１１９９年年１１２２月月１１４４日日（（土土）） 

オオーーププニニンンググセセミミナナーー・・基基礎礎部部門門  

 

 

【【５５階階・・大大ホホーールル】】  

１１１１：：４４００～～１１２２：：１１００  昼昼食食（（５５階階・・大大ホホーールル））  

  

  

  

１１２２：：１１００～～１１２２：：１１５５  第第３３５５回回前前立立腺腺シシンンポポジジウウムム  開開会会のの挨挨拶拶  

公益財団法人前立腺研究財団 理事長  村井 勝 

  

  

１１２２：：１１５５～～１１３３：：１１５５  オオーーププニニンンググセセミミナナーー  

共催： アステラス製薬株式会社 

 

座長： 赤松秀輔（京都大学大学院医学研究科泌尿器科） 

 

最最新新のの前前立立腺腺癌癌基基礎礎・・臨臨床床研研究究のの理理解解をを深深めめるるたためめのの基基本本講講座座  

 

小坂威雄、大家基嗣 

慶應義塾大学医学部泌尿器科学教室 

  

  

 

１１３３：：１１５５～～１１４４：：３３００  基基礎礎部部門門  セセッッシショョンン１１  「「公公募募演演題題」」  

 

座長： 髙橋 智（名古屋市立大学大学院医学研究科実験病態病理学） 

 酒井英樹（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科泌尿器科学） 

 

Ｂ-1 転転移移性性ホホルルモモンン感感受受性性前前立立腺腺癌癌ににおおけけるる MMyyeellooiidd--ddeerriivveedd  ssuupppprreessssoorr  cceellllss  

((MMDDSSCCss))のの役役割割ににつついいてて  
小羽田悠貴、黒本暁人、三上穣太郎、阿南 剛、伊藤 淳、海法康裕、佐藤 信 

東北医科薬科大学病院泌尿器科学 

 

Ｂ-2 高高脂脂肪肪食食下下のの前前立立腺腺癌癌進進展展ににおおけけるる前前立立腺腺癌癌間間質質活活性性化化とと MMIICC--11 シシググナナルルのの役役

割割  

黄 明国、成田伸太郎、井上高光、羽渕友則 

秋田大学大学院医学系研究科腎泌尿器科学講座 
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Ｂ-3 前前立立腺腺肥肥大大症症増増殖殖過過程程ににおおけけるる筋筋線線維維芽芽細細胞胞のの経経時時的的変変化化 

秦 淳也1）、関根英治2）、吉田祐樹1)、今井仁美1)、松岡優太1)、目黒 了1)、 

本田瑠璃子1)、松岡香菜子1)、星 誠二1)、佐藤雄一1)、赤井畑秀則1)、 

小川総一郎1)、片岡政雄1)、羽賀宣博1)、小島祥敬1) 

1)福島県立医科大学医学部泌尿器科学講座、2)同 免疫学講座 

 

Ｂ-4 55--AAmmiinnoolleevvuulliinniicc  aacciidd  はは  ミミトトココンンドドリリアア関関連連活活性性酸酸素素種種おおよよびびアアポポトトーーシシスス

をを介介ししててヒヒトト前前立立腺腺癌癌にに放放射射線線増増感感効効果果ををももたたららすす 

尾張拓也1)2)3)、三宅牧人1)、田中宣道1)、中井 靖 1)、穴井 智 1)、仲川嘉紀2)、 

國安弘基3)、藤本清秀1) 

1)奈良県立医科大学泌尿器科、2)大和高田市立病院泌尿器科、 

3)奈良県立医科大学分子病理学教室 

 

Ｂ-5 去去勢勢抵抵抗抗性性獲獲得得にに寄寄与与すするる異異常常エエンンハハンンササーー活活性性化化のの同同定定とと、、エエピピゲゲノノムム修修飾飾

阻阻害害にによよるるそそのの制制御御 

佐藤広明1)2)、杉浦正洋1)2)、金坂学斗1)2)、岡部篤史2)、福世真樹2)、今村有佑1)、 

坂本信一1)、小宮 顕1)、金田篤志2)、市川智彦1) 

1)千葉大学医学部附属病院泌尿器科、2)千葉大学大学院医学研究院分子腫瘍学 

  

  

  

１１４４：：３３００～～１１４４：：４４５５  ココーーヒヒーーブブレレイイクク（（５５階階・・大大ホホーールル前前ロロビビーー））  

  

  

  

１１４４：：４４５５～～１１５５：：４４５５  基基礎礎部部門門  セセッッシショョンン２２  「「研研究究助助成成受受賞賞課課題題」」  

 

座長： 渡邉昌俊（三重大学大学院医学系研究科腫瘍病理学） 

 市川智彦（千葉大学大学院医学研究院泌尿器科学） 

 

Ｂ-6 新新規規癌癌細細胞胞初初代代培培養養法法（（CCTTOOSS法法））をを用用いいたた、、前前立立腺腺癌癌オオーーダダーーメメーードド治治療療のの可可能能

性性――患患者者由由来来ががんん（（PPaattiieenntt--ddeerriivveedd  xxeennooggrraafftt::PPDDXX））モモデデルルのの作作成成とと解解析析 

新井誠二1)2)、Steven Balk2)、鈴木和浩1) 

1)群馬大学大学院医学系研究科泌尿器科、 

2)Hematology/Oncology Division, Beth Israel Deaconess Medical Center  

and Harvard Medical School 

 

Ｂ-7 男男性性特特異異的的ヒヒスストトンン脱脱メメチチルル化化酵酵素素 KKDDMM55DD 欠欠失失にによよるる前前立立腺腺癌癌去去勢勢抵抵抗抗性性獲獲得得

機機序序、、おおよよびび予予後後因因子子ママーーカカーーととししててのの有有用用性性のの解解明明 

小村和正1)、島村徹平2)、林大久生3)、稲元輝生1)、Philip Kantoff 4)、 

東 治人1) 

1)大阪医科大学泌尿生殖・発達医学講座泌尿器科学教室、 

2)名古屋大学大学院医学系研究科総合医学専攻システム生物学分野、 

3)順天堂大学大学院医学研究科人体病理病態学講座、 

4)メモリアルスローンケタリングがんセンター Department of Medicine 
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Ｂ-8 エエピピジジェェネネテティィッックク酵酵素素LLSSDD11 にに対対すするる選選択択的的阻阻害害剤剤をを用用いいたた癌癌性性疼疼痛痛新新規規治治療療

法法のの開開発発 

惠谷俊紀1)、内木 拓1)2)、内木 綾2)、永井 隆1)、野崎哲史1)、飯田啓太郎1)、 

安藤亮介1)、河合憲康1)、鈴木孝禎3)、髙橋 智2)、安井孝周1) 

1)名古屋市立大学大学院医学研究科腎・泌尿器科学分野、 

2)同 実験病態病理学分野、3)大阪大学産業科学研究所複合分子化学研究分野 

 

Ｂ-9 オオルルガガノノイイドドをを用用いいたた前前立立腺腺研研究究  

関野陽平1)、後藤景介1)、井上省吾1)、林哲太郎1)、亭島 淳1)、坂本直也2)、 

仙谷和弘2)、大上直秀2)、安井 弥2)、松原昭郎1) 

1)広島大学大学院医歯薬保健学研究科腎泌尿器科学、2)同 分子病理学研究室 

 

 

  

１１５５：：４４５５～～１１６６：：００００  ココーーヒヒーーブブレレイイクク（（５５階階・・大大ホホーールル前前ロロビビーー））  

  

  

  

１１６６：：００００～～１１７７：：３３００  基基礎礎部部門門  ワワーーククシショョププ  

  

「「前前立立腺腺癌癌ににおおけけるるトトラランンススレレーーシショョナナルル研研究究をを俯俯瞰瞰ししてて、、日日本本人人ににおおけけるる前前立立

腺腺癌癌のの特特性性をを再再考考すするる！！」」  

  

司会： 小坂威雄（慶應義塾大学医学部泌尿器科学教室） 
   

Ｗ-1 日日本本人人のの前前立立腺腺癌癌のの発発癌癌ににおおけけるる特特徴徴的的なな遺遺伝伝子子変変異異研研究究のの最最前前線線((SSNNPP解解析析))  
高田  亮 

岩手医科大学泌尿器科学講座 

 

Ｗ-2 アアンンドドロロゲゲンン代代謝謝シシスステテムムにに着着目目ししたた前前立立腺腺癌癌のの進進展展・・薬薬物物応応答答のの研研究究最最前前線線 

塩田真己 

九州大学大学院医学研究院泌尿器科学分野 

 

Ｗ-3 前前立立腺腺癌癌ににおおけけるるリリキキッッドドババイイオオププシシーー最最前前線線  

赤松秀輔 

京都大学大学院医学研究科泌尿器科 

 

Ｗ-4 神神経経内内分分泌泌癌癌研研究究のの最最前前線線：：現現況況とと課課題題  

安水洋太 

慶應義塾大学医学部泌尿器科学教室 

 

 

総総合合討討論論（（１１７７：：２２００～～１１７７：：３３００））  
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１１７７：：３３００～～１１７７：：４４００  ココーーヒヒーーブブレレイイクク（（５５階階・・大大ホホーールル前前ロロビビーー））  

  

  

  

１１７７：：４４００～～１１８８：：４４００ 教教育育セセミミナナーー  １１  

共催： アストラゼネカ株式会社 

 

座長： 塩田真己（九州大学大学院医学研究院泌尿器科学分野）         

 

哺哺乳乳類類ににおおけけるる精精巣巣ラライイデディィッッヒヒ細細胞胞のの分分化化とと男男性性化化ののメメカカニニズズムム  

  

嶋 雄一 

川崎医科大学解剖学教室 

  

  

  

１１８８：：４４００～～１１８８：：４４５５  基基礎礎部部門門  閉閉会会のの挨挨拶拶  

             前立腺シンポジウム運営委員長・基礎部門代表   鈴木和浩 
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第第３３５５回回前前立立腺腺シシンンポポジジウウムム  ププロロググララムム  

第第２２日日：：２２００１１９９年年１１２２月月１１５５日日（（日日）） 

臨臨床床部部門門  

「「局局所所進進行行・・オオリリゴゴメメタタ前前立立腺腺ががんんのの診診断断・・治治療療」」  

  

  

  

【【５５階階・・大大ホホーールル】】  

８８：：５５５５～～９９：：００００  臨臨床床部部門門  開開会会のの挨挨拶拶  

前立腺シンポジウム運営委員長・臨床部門代表   鈴木和浩 

 

 

９９：：００００～～９９：：４４００  口口演演セセッッシショョンン１１  「「リリンンパパ節節転転移移・・骨骨転転移移治治療療とと予予後後」」 

 

座長： 溝脇尚志（京都大学大学院医学研究科放射線腫瘍学・画像応用治療学） 
 小坂威雄（慶應義塾大学医学部泌尿器科学教室） 
  

Ｃ-1 リリンンパパ節節転転移移ののみみ((NN11MM00))のの転転移移性性前前立立腺腺癌癌にに対対すするる放放射射線線外外照照射射のの治治療療成成績績  

岩井秀憲、永川祥平、魚住友治、岡部彩美、三好邦和、田中祥子、相島真奈美、 

眞﨑拓郎、志賀健一郎、野村博之、原 律子、一倉晴彦、宮崎 薫、武井実根雄、 

山口秋人、内藤誠二、横溝 晃 

原三信病院泌尿器科 

 

Ｃ-2 SSttaaggee  DD22前前立立腺腺癌癌のの治治療療成成績績  

村川裕希、安達尚宣、川村貞文、荒井陽一 

宮城県立がんセンター泌尿器科 

 

Ｃ-3 高高リリススクク群群前前立立腺腺癌癌ににおおけけるる拡拡大大リリンンパパ節節郭郭清清にに関関すするる臨臨床床的的検検討討  

森 堂道1）、神谷直人1）、野呂卓秀1）、鈴木悠太1）、杉﨑裕香1）、三田真朗1）、 

加藤精二1）、杉山真康1）、岡 了1）、内海孝信1）、遠藤 匠1）、矢野 仁1）、 

蛭田啓之2）、鈴木啓悦1） 

1)東邦大学医療センター佐倉病院泌尿器科、2)同 病院病理部 

  

Ｃ-4 ロロボボッットト支支援援前前立立腺腺全全摘摘除除術術をを施施行行ししppNN11とと診診断断さされれたた症症例例のの後後治治療療とと予予後後  

山下拓也、塩田真己、柏木英志、武内在雄、猪口淳一、立神勝則、江藤正俊 

九州大学大学院医学研究院泌尿器科学分野 
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１１７７：：３３００～～１１７７：：４４００  ココーーヒヒーーブブレレイイクク（（５５階階・・大大ホホーールル前前ロロビビーー））  

  

  

  

１１７７：：４４００～～１１８８：：４４００ 教教育育セセミミナナーー  １１  

共催： アストラゼネカ株式会社 

 

座長： 塩田真己（九州大学大学院医学研究院泌尿器科学分野）         

 

哺哺乳乳類類ににおおけけるる精精巣巣ラライイデディィッッヒヒ細細胞胞のの分分化化とと男男性性化化ののメメカカニニズズムム  

  

嶋 雄一 

川崎医科大学解剖学教室 

  

  

  

１１８８：：４４００～～１１８８：：４４５５  基基礎礎部部門門  閉閉会会のの挨挨拶拶  

             前立腺シンポジウム運営委員長・基礎部門代表   鈴木和浩 
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９９：：４４００～～１１００：：２２００  口口演演セセッッシショョンン２２  「「オオリリゴゴメメタタにに対対すするる局局所所治治療療」」 

 

座長： 石川 仁（筑波大学医学医療系放射線腫瘍学） 
 井上貴博（京都大学大学院医学研究科泌尿器科学） 
  

Ｃ-5 内内分分泌泌単単独独療療法法でで開開始始ししたたCCHHAAAARRTTEEDD  llooww--vvoolluummee  転転移移性性前前立立腺腺癌癌ににおおけけるる予予後後

因因子子のの検検討討  

久木元隆1)、成田伸太郎1)10)、野村恭子2)、畠山真吾3)10)、髙橋正博4)10)、 

櫻井俊彦5)10)、川村貞文6)10)、星 宣次7)10)、石田雅宣1)10)、石戸谷滋人8)10)、 

下田次郎9)10)、佐藤博美1)10)、三塚浩二4)10)、土谷順彦5)10)、大山 力3)10)、 

荒井陽一6)10)、羽渕友則1)10) 

1)秋田大学大学院医学系研究科腎泌尿器科学講座、2)同 社会環境医学講座、 

3)弘前大学大学院医学研究科泌尿器科学講座、 

4)東北大学大学院医学系研究科外科病態学講座泌尿器科学分野、 

5)山形大学医学部腎泌尿器外科学講座、6)宮城県立がんセンター泌尿器科腫瘍学、 

7)山形県立中央病院泌尿器科、8)仙台市立病院泌尿器科、 

9)県立胆沢病院泌尿器科、10)みちのく泌尿器癌研究班（MJUCSG） 

 

Ｃ-6 前前立立腺腺癌癌ののリリンンパパ節節oolliiggoommeettaassttaasseess（（ppNN11））にに対対すするるロロボボッットト支支援援腹腹腔腔鏡鏡下下前前立立

腺腺全全摘摘術術のの治治療療成成績績  

植村俊彦、石橋武大、裵 祥存、白川昇英、宋本尚俊、篠原正尚、小林将行、 

小丸 淳、深沢 賢 

千葉県がんセンター前立腺センター泌尿器科 

 

Ｃ-7  ddee  nnoovvoo有有転転移移前前立立腺腺癌癌にに対対すするる原原発発巣巣へへのの放放射射線線治治療療のの有有効効性性にに関関すするる検検討討；；

多多施施設設共共同同後後ろろ向向きき研研究究  

田畑健一1)、津村秀康1)、飯塚淳平2)、橋本恭伸3)、三好康秀4)、上村博司4)、 

中神義弘5)、大野芳正5)、矢野晶大6)、川上 理6) 

1)北里大学医学部泌尿器科、2)東京女子医科大学泌尿器科、 

3)埼玉県済生会川口総合病院泌尿器科、 

4)横浜市立大学附属市民総合医療センター泌尿器・腎移植科、 

5)東京医科大学泌尿器科、6)埼玉医科大学総合医療センター泌尿器科 

 

Ｃ-8 転転移移性性前前立立腺腺癌癌にに対対すするる局局所所放放射射線線照照射射のの生生存存期期間間延延長長効効果果とと排排尿尿関関連連有有害害事事

象象抑抑制制効効果果のの検検討討  

寺田直樹1)、溝脇尚志2)、斎藤俊弘3)、横溝 晃4)、公平直樹5)、田畑健一6)、 

塩田真己7)、髙橋 敦8)、島居 徹9)、後藤崇之10)、橋本安弘11)、藤井将人1)、 

木村高弘 12)、小島崇宏 13)、井上貴博 10)、杉元幹史14)、西山博之 13)、賀本敏行 1)、 

Japanese Urological Oncology Group(JUOG) 

1)宮崎大学医学部発達泌尿生殖医学講座泌尿器科学分野、 

2)京都大学医学部放射線治療科、3)新潟県立がんセンター泌尿器科、 

4)原三信病院泌尿器科、5)静岡県立総合病院泌尿器科、 

6)北里大学医学部泌尿器科、7)九州大学大学院医学研究院泌尿器科学分野、 

8)函館五稜郭病院泌尿器科、9)茨城県立中央病院・茨城県地域がんセンター泌尿器科、 

10)京都大学医学研究科泌尿器科学教室、 

11)弘前大学大学院医学研究科泌尿器科学講座、12)東京慈恵会医科大学泌尿器科、 

13)筑波大学医学医療系臨床医学域腎泌尿器外科学、 

14)香川大学医学部泌尿器・副腎・腎移植外科 
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１１００：：２２００～～１１００：：５５００  ココーーヒヒーーブブレレイイクク（（５５階階・・大大ホホーールルロロビビーー））  

  ポポススタターーオオーーババーービビュューー（（５５階階・・ホホワワイイエエ、、会会議議室室５５００１１号号室室））  
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１１００：：５５００～～１１１１：：４４５５  ポポススタターー討討論論  ①①  （（５５階階・・ホホワワイイエエ））  

  

  

ポポススタターーセセッッシショョンン１１  １１００：：５５００～～１１１１：：００５５  

  

座長： 横溝 晃（医療法人原三信病院泌尿器科） 
 
Ｐ-1 前前立立腺腺癌癌oolliiggoommeettaassttaasseessにに対対すするる放放射射線線照照射射のの有有効効性性にに関関すするる検検討討  

八重樫洋1)、門本 卓1)、内藤伶奈人1)、牧野友幸1)、岩本大旭1)、飯島将司1)、 

川口昌平1)、野原隆弘1)、重原一慶1)、泉 浩二1)、角野佳史1)、水野英一2)、 

溝上 敦1) 

1)金沢大学大学院医薬保健学総合研究科泌尿器集学的治療学、 

2)五福脳神経外科富山サイバーナイフセンター 

   

Ｐ-2 少少数数個個のの遠遠隔隔転転移移をを伴伴ううホホルルモモンン感感受受性性前前立立腺腺癌癌にに対対すするる準準根根治治的的放放射射線線治治療療

のの長長期期成成績績  
相澤理人1）、高山賢二1)、中村清直1)、井上貴博2)、山崎俊成2)、小林 恭2)、 

赤松秀輔2)、小川 修2)、溝脇尚志1) 

1)京都大学大学院医学研究科放射線腫瘍学・画像応用治療学、2)同 泌尿器科学 

 

Ｐ-3 当当院院ににおおけけるるNN11前前立立腺腺癌癌にに対対すするる局局所所治治療療のの治治療療効効果果  

永澤誠之、成田充弘、和田晃典、富田圭司、吉田哲也、影山 進、河内明宏 

滋賀医科大学泌尿器科 

 

  

ポポススタターーセセッッシショョンン２２  １１１１：：００５５～～１１１１：：２２００  

  

座長： 坂本信一（千葉大学大学院医学研究院泌尿器科学） 
  

Ｐ-4 所所属属リリンンパパ節節転転移移症症例例のの手手術術成成績績ににつついいてて――MMIICCAANN  SSttuuddyyののデデーータタかからら  

新井欧介1）、橋根勝義1）、宮内勇貴2）、三浦徳宣2）、雑賀隆史2）、藤方史郎3）、 

田丁貴俊3）、菅 政治4）、柳垣孝弘5）、岡 明博6）、武田 肇7）、東 浩司8）、 

渡邊雄一9） 

1)独立行政法人国立病院機構四国がんセンター泌尿器科、 

2)愛媛大学医学部附属病院泌尿器科、3)松山赤十字病院泌尿器科、 

4)愛媛県立中央病院泌尿器科、5)住友別子病院泌尿器科、 

6)市立宇和島病院泌尿器科、7)市立八幡浜総合病院泌尿器科、 

8)済生会松山病院泌尿器科、9)十全総合病院泌尿器科 

 

Ｐ-5 転転移移性性前前立立腺腺癌癌ににおおけけるる局局所所治治療療ののタタイイミミンンググとと有有用用性性のの検検討討  

柴森康介、橋本浩平、田端秀敏、高柳明夫、西田幸代、小林 皇、福多史昌、 

田中俊明、舛森直哉 

札幌医科大学泌尿器科学講座 

 

Ｐ-6 当当院院ににおおけけるる前前立立腺腺癌癌オオリリゴゴメメタタのの臨臨床床的的検検討討  

清水信明、蓮見 勝、村松和道、辻 裕亮 

群馬県立がんセンター泌尿器科 
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ポポススタターーセセッッシショョンン３３  １１１１：：２２００～～１１１１：：３３５５  

  

座長： 橋本浩平（札幌医科大学泌尿器科） 
 

Ｐ-7 前前立立腺腺癌癌脳脳転転移移にに対対ししてて外外科科的的切切除除をを施施行行ししたた11例例  

泉 太郎、佐々木正比古、津坂恭央、増田朋子、松島 常 

東京警察病院泌尿器科 

 

Ｐ-8 全全身身MMRRII  DDWWIIBBSS法法にによよるるCCRRPPCC症症例例ににおおけけるるoolliiggoommeettaassttaassiiss検検出出ととmmeettaassttaassiiss  

ddiirreecctteedd  tthheerraappyy  

清水勇樹1)、成瀬 淳1)、内田貴人1)、花田いずみ1)、大瀧達也1)、長尾賢太郎1)、 

川上正能 1)、金 伯士 1)、新田正広 1)、長谷川政徳 1)、河村好章 1)、小路 直 1)、 

高原太郎2）、宮嶋 哲1) 

1)東海大学医学部外科学系泌尿器科学、2)東海大学工学部医用生体工学科 

 

Ｐ-9 当当院院ににおおけけるるオオリリゴゴメメタタ前前立立腺腺癌癌にに対対すするる積積極極的的局局所所治治療療介介入入方方針針とと症症例例提提示示

にによよるるMMeettaassttaassiiss--DDiirreecctteedd  TThheerraappyy適適応応のの探探索索  

大木 亮、伊藤一人、馬場恭子、古谷洋介、曲 友弘、小倉治之、黒澤 功 

医療法人社団美心会黒沢病院泌尿器科 

 

 

ポポススタターーセセッッシショョンン４４  １１１１：：３３５５～～１１１１：：４４５５  

  

座長：伊藤一人（医療法人社団美心会 黒沢病院） 
 

Ｐ-10 前前立立腺腺生生検検病病理理診診断断ににおおけけるる施施設設間間差差異異のの検検討討～～自自施施設設とと紹紹介介元元のの病病理理診診断断のの

比比較較～～  

三浦高慶1)、小橋口佳な1)、土肥洋一郎1)、松岡祐貴1)、宮内康行1)、加藤琢磨1)、 

田岡利宜也 1)、常森寛行 1)、上田修史 1)、杉元幹史 1)、筧 善行 1)、石川 亮 2)、 

羽場礼次2) 

1)香川大学医学部附属病院泌尿器・副腎・腎移植外科、 

2)同 病理診断科・病理部 

 

Ｐ-11 局局所所進進行行前前立立腺腺癌癌にに対対すするる放放射射線線療療法法後後1100年年以以上上がが経経過過ししたた症症例例ににおおけけるる治治療療

成成績績のの検検討討～～AAddjjuuvvaanntt  AADDTTはは必必要要かか？？～～  

富崎一向、木室里依子、山崎豪介、大野大地、藤本直浩 

産業医科大学泌尿器科 
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１１００：：５５００～～１１１１：：３３００  ポポススタターー討討論論  ②②  （（５５階階・・会会議議室室５５００１１））  

 

 

ポポススタターーセセッッシショョンン５５  １１００：：５５００～～１１１１：：００５５  

  

座長： 沖原宏治（京都府立医科大学附属北部医療センター泌尿器科） 
 

Ｐ-12 新新規規予予後後予予測測モモデデルルかからら見見たたオオリリゴゴメメタタ前前立立腺腺癌癌のの予予後後  

安井将人1)、三好康秀1)、河原崇司1)、上村博司1)、中神義弘2)、大野芳正 2)、 

飯塚淳平3)、橋本恭伸4)、津村秀康5)、田畑健一5) 

1)横浜市立大学附属市民総合医療センター泌尿器・腎移植科、 

2)東京医科大学泌尿器科、3)東京女子医科大学泌尿器科、 

4)埼玉県済生会川口総合病院泌尿器科、5)北里大学医学部泌尿器科 

 

Ｐ-13 骨骨転転移移数数1100個個以以下下のの前前立立腺腺癌癌患患者者のの予予後後とと骨骨転転移移数数のの関関係係  

梨井隼菱1)、坂本信一1)、山田康隆1)、日野大地1)、杉浦正洋1)、加藤繭子1)、 

今村有佑1)、小宮 顕1)、中津裕臣2)、市川智彦1) 

1)千葉大学大学院医学研究院泌尿器科学、2)国保旭中央病院泌尿器科 

 

Ｐ-14 ホホルルモモンン療療法法をを行行っったた前前立立腺腺癌癌ににおおけけるる診診断断時時転転移移巣巣数数とと予予後後ととのの関関連連  

福岡憲一郎1）、後藤景介1）、井上省吾1）、林哲太郎1）、亭島 淳1）、松原昭郎1）、 

三田耕司2）、小林加直3）、繁田正信4）、永松弘孝5）、角西雄一6）、田丁貴俊7）、 

梶原 充8）、加藤昌生9） 

1)広島大学大学院医歯薬保健学総合研究科腎泌尿器科学、 

2)広島市立安佐市民病院泌尿器科、3)中国労災病院泌尿器科、 

4)呉医療センター泌尿器科、5)中津第一病院泌尿器科、6)JA尾道総合病院泌尿器科、 

7)松山日赤病院泌尿器科、8)県立広島病院泌尿器科、9)JA広島総合病院泌尿器科 

  

  

ポポススタターーセセッッシショョンン６６  １１１１：：００５５～～１１１１：：２２００  

  

座長： 古賀寛史（社会医療法人青洲会 青洲会クリニック泌尿器科） 
 

Ｐ-15 局局所所進進行行性性前前立立腺腺癌癌のの予予後後因因子子のの検検討討  

楊井祥典1)、小坂威雄1)、本郷 周1)、安水洋太1)、田中伸之1)、松本一宏1)、 

森田伸也1)、武田利和1)、三上修治2)、水野隆一1)、大家基嗣1) 

1)慶應義塾大学医学部泌尿器科学教室、2)同 病理診断科 

 

Ｐ-16 局局所所進進行行・・オオリリゴゴメメタタ前前立立腺腺癌癌にに対対すするるHHDDRR--bbrraacchhyytthheerraappyy  

牧野友幸1)、岩本大旭1)、八重樫洋1)、飯島将司1)、川口昌平1)、重原一慶1)、 

野原隆弘1)、泉 浩二1)、角野佳史1)、櫻井孝之2)、高松繁行2)、熊野智康3)、 

溝上 敦1) 

1)金沢大学大学院医薬保健学総合研究科泌尿器集学的治療学、 

2)同 内科系医学領域放射線科学、 

3)岐阜大学大学院医学系研究科腫瘍制御学講座放射線医学分野 
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Ｐ-17 当当科科ににおおけけるるリリンンパパ節節転転移移おおよよびび OOlliiggoommeettaassttaassiiss をを有有すするる前前立立腺腺癌癌にに対対すするる

AAnnddrrooggeenn  ddeepprriivvaattiioonn  tthheerraappyy((AADDTT))併併用用放放射射線線治治療療のの治治療療成成績績  

尾張拓也1)2)、田中宣道1)、中井 靖1)、三宅牧人1)、小田侑希1)、穴井 智1)、 

浅川勇雄3)、長谷川正俊3)、仲川嘉紀2)、藤本清秀1) 

1)奈良県立医科大学泌尿器科、2)大和高田市立病院泌尿器科、 

3)奈良県立医科大学放射線治療科 
 

 

ポポススタターーセセッッシショョンン７７  １１１１：：２２００～～１１１１：：３３００  

  

座長： 赤倉功一郎（JCHO東京新宿メディカルセンター泌尿器科） 
 

Ｐ-18 局局所所進進行行前前立立腺腺癌癌のの局局所所進進行行症症状状にに関関すするる検検討討  

小丸 淳、石橋武大、裵 祥存、白川昇英、宋本尚俊、植村俊彦、篠原正尚、 

小林将行、深沢 賢 

千葉県がんセンター前立腺センター泌尿器科 

 
Ｐ-19 非非転転移移性性去去勢勢抵抵抗抗性性前前立立腺腺癌癌（（mm00CCRRPPCC））患患者者自自験験例例のの臨臨床床的的検検討討  

杉山真康、神谷直人、鈴木悠太、野呂卓秀、杉崎裕香、森 堂道、三田真朗、 

加藤精二、岡 了、内海孝信、遠藤 匠、矢野 仁、鈴木啓悦 

東邦大学医療センター佐倉病院泌尿器科 

 

  

  

１１１１：：５５００～～１１２２：：２２００    昼昼食食（（５５階階・・大大ホホーールル））  

  

  

  

１１２２：：２２００～～１１３３：：２２００  教教育育セセミミナナーー  ２２（（５５階階・・大大ホホーールル））  

共催： 武田薬品工業株式会社 

  

座長： 鈴木和浩（群馬大学大学院医学系研究科泌尿器科学） 
  

TThheerraannoossttiiccss  ooff  PPrroossttaattee  CCaanncceerr  wwiitthh  LLuutteettiiuumm--llaabbeelleedd  PPSSMMAA  

 

Dr. Michael S. Hofman, MBBS (Hons), FRACP, FAANMS, FICIS 

Professor, Cancer Imaging, Peter MacCallum Cancer Centre, 

Sir Peter MacCallum Department of Oncology, The University of Melbourne 

  

  

  

１１３３：：２２００～～１１３３：：２２５５  ココーーヒヒーーブブレレイイクク（（５５階階・・大大ホホーールルロロビビーー））  
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１１３３：：２２５５～～１１４４：：００５５  口口演演セセッッシショョンン３３  「「微微小小転転移移にに対対すするる画画像像診診断断・・標標的的治治療療」」  

 

座長： 高原太郎（東海大学工学部医用生体工学科） 
宮田康好（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科泌尿器科学） 

 

Ｃ-9 去去勢勢抵抵抗抗性性前前立立腺腺癌癌 oolliiggoo--pprrooggrreessssiivvee  ddiisseeaassee にに対対すするる標標的的放放射射線線療療法法：：治治

療療成成績績、、症症例例選選択択おおよよびび再再発発形形式式ににつついいててのの検検討討  

吉田宗一郎1)、高原太郎2)3)、石井千佳子3)、戸田一真4)、阪本 剛5)、 

内田裕將1)、横山みなと1)、石岡淳一郎1)、松岡 陽1)、齋藤一隆1)、吉村亮一4)、 

藤井靖久1) 

1)東京医科歯科大学大学院腎泌尿器外科学、2)東海大学工学部医用生体工学科、 

3)AIC八重洲クリニック、4)東京医科歯科大学大学院放射線治療科、 

5)株式会社PixSpace 

 

Ｃ-10 埼埼玉玉県県立立ががんんセセンンタターーででのの前前立立腺腺癌癌診診療療ににおおけけるる全全身身 MMRRII にによよるるオオリリゴゴメメタタ評評

価価とと治治療療ににつついいてて  

酒井康之、相馬貴彦、泉 敬太、中村祐基、影山幸雄 

埼玉県立がんセンター泌尿器科 

 

Ｃ-11 1111CC--ココリリンンPPEETT//CCTTにによよりり同同定定さされれたた去去勢勢抵抵抗抗性性前前立立腺腺癌癌病病変変にに対対すするる局局所所療療法法  

川合剛人1)、野崎圭夏1)2)、藤村哲也2)3)、松井甫雄1)2)、手島太郎1)2)、 

大科貴宏1)2)、高橋淳子2)、佐藤悠佑1)、山田大介1)、東 剛司4)、堀田昌利5)、 

中島和彦5)、中山秀次6)、南本亮吾5)、久米春喜1) 

1)東京大学大学院医学系研究科泌尿器外科学、 

2)国立国際医療研究センター泌尿器科、 

3)自治医科大学腎泌尿器外科学、4)東京都立多摩総合医療センター泌尿器科、 

5)国立国際医療研究センター放射線核医学科、6)同 放射線治療科 

 

Ｃ-12 日日本本人人のの去去勢勢抵抵抗抗性性前前立立腺腺癌癌患患者者にに対対すするる117777ルルテテチチウウムムPPSSMMAA内内用用療療法法のの治治療療

経経験験  

車 英俊1)5)、三木健太2)5)、澤登雅一3)5)、小林孝至4)5)、岡崎千栄子5)、Nat Lenzo6) 

1)馬車道さくらクリニック、2)東京慈恵会医科大学泌尿器科、 

3)三番町ごきげんクリニック、4)こばやし泌尿器科皮膚科、 

5)一般社団法人セラノスティクス横浜、6)University of Western Australia 

 

 

  

１１４４：：００５５～～１１４４：：１１００  ココーーヒヒーーブブレレイイクク（（５５階階・・大大ホホーールルロロビビーー））  
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１１４４：：１１００～～１１５５：：５５００  パパネネルルデディィススカカッッシショョンン  

  

「「局局所所進進行行前前立立腺腺ががんんのの至至適適治治療療戦戦略略」」  

  

司会： 舛森直哉（札幌医科大学泌尿器科） 
石川 仁（筑波大学医学医療系放射線腫瘍学） 

  

ＰＤ-1 本本邦邦発発ののRRCCTT最最終終解解析析結結果果：：局局所所進進行行前前立立腺腺癌癌のの内内分分泌泌・・放放射射線線併併用用療療法法のの意意義義：：

予予後後解解析析結結果果  
伊藤一人1)2)、鈴木和浩1)、局所進行前立腺癌に対する内分泌療法・放射線療法併 

用の意義に関する研究グループ 

1)医療法人社団美心会黒沢病院泌尿器科、 

2)群馬大学大学院医学系研究科泌尿器科学 

 

ＰＤ-2 局局所所進進行行前前立立腺腺癌癌にに対対すするる内内分分泌泌・・放放射射線線併併用用療療法法ににおおけけるる生生活活のの質質（（QQOOLL））のの検検

討討 

横溝 晃1)、古賀寛史2)、伊藤一人3）、鈴木和浩4)、内藤誠二1)、局所進行前立腺 

癌に対する内分泌療法・放射線療法併用の意義に関する研究グループ 

1)医療法人原三信病院泌尿器科、 

2)社会医療法人青洲会青洲会クリニック泌尿器科、 

3)医療法人社団美心会黒沢病院泌尿器科、 

4)群馬大学大学院医学系研究科泌尿器科学 

 

ＰＤ-3 前前立立腺腺全全摘摘＋＋拡拡大大リリンンパパ節節郭郭清清のの意意義義  

武中 篤、森實修一 

鳥取大学医学部器官制御外科学講座腎泌尿器学分野 

 

ＰＤ-4 ホホルルモモンン療療法法併併用用全全骨骨盤盤IIMMRRTT：：局局所所＋＋リリンンパパ節節領領域域照照射射のの意意義義  

溝脇尚志1)、相澤理人1)、中村清直1)、井上貴博2）、小林 恭2）、山﨑俊成2）、 

赤松秀輔2）、小川 修2） 

1)京都大学大学院医学研究科放射線腫瘍学・画像応用治療学、2)同 泌尿器科学 

 

ＰＤ-5 重重粒粒子子線線治治療療 

河村英将1)2) 

1)群馬大学大学院医学系研究科腫瘍放射線学、 

2)群馬大学重粒子線医学研究センター 

 

 

総総合合討討論論（（１１５５：：２２５５～～１１５５：：５５００））  

 

 

  

１１５５：：５５００～～１１５５：：５５５５  閉閉会会のの挨挨拶拶  

公益財団法人前立腺研究財団 学術担当理事   平尾佳彦 
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会会 場場 案案 内内 図図 

５５ＦＦ 
■■シシンンポポジジウウムム：：第第１１日日目目 
大ホールＡ・Ｂ： 
・前立腺シンポジウム：オープニングセミナー 
  （12:15～13:15） 
・前立腺シンポジウム：基礎部門・口演 
  （13:15～15:45） 
・前立腺シンポジウム：基礎部門・ワークショップ 
  （16:00～17:30） 
・教育セミナー１ 
  （17:40～18:40） 

大ホールＡ・Ｂ前ロビー： 
・第１日目総合受付、ＰＣ受付 
・コーヒーブレイク 

■■シシンンポポジジウウムム：：第第２２日日目目 
大ホールＡ・Ｂ： 
・前立腺シンポジウム：臨床部門 
  （8:55～15:55） 
・口演セッション１・２ 
  （9:00～10:20） 
・教育セミナー２ 
  （12:20～13:20） 
・口演セッション３ 
  （13:25～14:05） 
・パネルディスカッション 
  （14:10～15:50） 

ホワイエ： 
・ポスター討論 ① （10:50～11:45） 

会議室501号： 
・ポスター討論 ② （10:50～11:30） 

大ホールＡ・Ｂ前ロビー： 
・第２日目総合受付、ＰＣ受付 
・コーヒーブレイク 

４４ＦＦ（（教教育育ｾｾﾐﾐﾅﾅｰー・・ﾜﾜｰーｸｸｼｼｮｮｯｯﾌﾌﾟ゚・・ﾊﾊﾟ゚ﾈﾈﾙﾙﾃﾃﾞ゙ｨｨｽｽｶｶｯｯｼｼｮｮﾝﾝ・・各各種種委委員員会会・・事事務務局局関関係係者者控控室室）） 

会議室401号： 
・シンポジウム関係者、事務局関係者控室 
  （第１日目：9:00～20:00） 
  （第２日目：7:30～17:30） 

会議室404号： 
・(公財) 前立腺研究財団  
令和元年度「研究助成」選考委員会 

  （第２日目：11:00～13:30） 
会議室405号： 
・オープニングセミナー関係者控室 
・ワークショップ関係者控室 
・教育セミナー１関係者控室 
     （第１日目：9:00～19:00） 
・パネルディスカッション関係者控室 
     （第２日目：9:00～16:00） 

３３ＦＦ 
クローク・受付時間： 
・第１日目…9:00～19:30 
・第２日目…7:30～16:30 

会 場 案 内 図

東京コンファレンスセンター・品川

 ２４ 



東京コンファレンスセンター・品川

 ２４ 

会 場 付 近 案 内 図


